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そ こ で 本 研 究 で は メ ッ シ ュ フ リ ー 法 で あ り 大 変 形 解 析 に 対 し て 適 用 性 の 高 い








では局所平均した物理量に基づく支配方程式を用いており、流体を SPH、個体を DEM で


















































（続紙 ２ ） 
 
氏 名 岩 本 哲 也 
2011 年東北地方太平洋沖地震は、Mw 9.0 という近代の人類史においても稀有な大
地震であり、これによって引き起こされた大津波の甚大な被害により、津波防護施設
の適切な設計の在り方が問われるようになった。そこで本研究では、大変形解析に対
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